
建物各仕上材は異なった材料で施工されている為、経年劣化年数も異なります。

保護仕上げ材の経年劣化頻度を数年置きに調査し、早期に補修する事により

大規模な修繕を引き伸ばす事に繋がります。

下記のグラフは一般的な仕上材の経年劣化年数を表します。

経年 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

TOP塗替え TOP塗替え

端末シーリング

点検 劣化調査 点検 　　　　　　劣化調査

　　　　　早期の段階で劣化状況を見極める為、各所の部位・項目に沿って打診・目視・触診等の調査を行います

鉄部塗装

外壁塗装

シーリング

屋上　アスファルト露出

屋上　コンクリート押え

建物総合点検

修繕部分・項目

共用部　モルタル床

共用部　塩ビシート床

経 年 劣 化


